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開始義を表す“起来”“上”“开”の比較研究 

―文法的使い分けと意味的分析を中心に― 
 

郅 鴎 
 

Abstract 

"Qilai", "Shang", "Kai" in modern Chinese, can express the initial meaning， but they are not 

completely interchangeable. In view of this phenomenon, this paper analyzes and compares the initial 

meanings of "Qilai", "Shang" and "Kai" as verb complements. After investigating the characteristics of 

"Qilai", "Shang" and "Kai", the results can be analyzed as the following: when expressing the initial 

meaning, " Qilai" focuses on the transformation of old and new states, focusing on the acceleration 

process of the state of change; "Shang" focuses on the new state, focusing on the situation that the new 

state has already started; and "Kai" focuses on the expansion of the state, focusing on the new state of 

power of expansion of the scope. 

 

キーワード……開始義 勢い 過程 展開 対照研究 

 

1 はじめに 

現代中国語においては、開始義を表す表現形式が多い。中でも、方向補語“起来”“上”“开”

は動詞或いは形容詞の後ろに置かれ、開始義を表す例が多く見られる。劉月華(1998)では、方

向補語が方向義、結果義、様態義の三つの意味を持つことが指摘され、開始義は様態義の一つ

であると論じられている。 

開始義を表す“起来” “上”“开”が置き換えられるのは次のような場合である。 

 

(1) 两位家长在学校门口相遇，于是他们便聊起来/上/开了。（CCL） 

  (二人の保護者は学校の前で出会った。そして二人は話をはじめた｡)  

 

しかしながら、置き換えられない例もある。 

 

(2) 当他们经过的时候，叶子和柔枝都沙沙地响起来/*上/*开了。（同上） 

（彼たちが通ると、木の葉と柔らかい枝はカサカサと音をたてはじめた。） 
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(3) 各个角落的锣鼓队登时一齐敲打起来/*上/开了。（同上） 

（それぞれのチームはさっそく一緒に銅鑼を打ち鳴らしはじめた。） 

 

(4) 百灵鸟在天上飞*起来/*上/开了。（CCL） 

（ヒバリが空を飛びはじめた。）   

例文を見たとおり、開始義を表す際に、“起来”“上” “开”が動詞によって、置き換えられ

る場合と置き換えられない場合があることがわかった。しかしながら、従来の研究では、“起来”

“上” “开”と共起できる動詞については考察が不十分な面がある。本研究では動詞に対する

考察を行う。続いて、多くのデータを分析したうえで、動詞と“起来”“上” “开”の共起関係

を意味論の視点から考察する。これらを通じて、開始義を表す“起来”“上”“开”と動詞の共

起関係及び開始義を表す際のそれぞれの意味特徴を説明することを本研究の目的とする。 

 

2 先行研究と問題点 
2-1 開始義を表す“起来”について 

呂叔湘(1980)は、“起来”の本来の意味は座った状態から立った状態になることや、体を横に

した状態から座った状態になることであると論じた。開始義を表す際に、“起来”は動作の開始

及び持続を表す。 

 

(5) 大伙儿唱起歌来。（呂叔湘 1980） 

（皆は歌いはじめる。） 

 

劉月華(1996)は、“起来”が趨向義を持ち、人或いはモノが低い所から高い所への動きを示す

と論じている。“起来”は新な様態に入ることを表す。特に静態から動態への変化を表す。 

 

(6) 我立刻又得意起来。（劉月華 1996） 

（私はすぐ有頂天になりはじめた。） 

 

丸尾誠（2014）は、動作主の姿勢を表す補語“起来”は「上がる」という向きの移動実義が

そのまま反映されると指摘する一方、“起来”は持続性を持ち、開始を表すことができる 1)と論

じている。 

 

(7) 艺术家用冰堆起滑梯来了。（丸尾誠 2014） 

（芸術家は氷で滑り台を作りはじめた。） 
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2-2 開始義を表す“上”について 

呂叔湘(1980)は“上”の特性を次のように述べている。“上”は動詞の後に用いて、その動作

の趨向や開始・継続或いは結果を表す。焦点はその動作の開始にあてはまる。 

 

(8) 外面飘上雪花了。（呂叔湘 1980） 

（外では雪が舞いはじめた。） 

 

劉月華(1996)は、“上”の基本的な意味は「低いところから高いところに移動すること」と指

摘する。また、“上”は新たな様態の開始及び動作の開始を表すことができると指摘する。様態

を表す“上”の文の形は「N 施＋V＋“上”＋了」、「N 施＋V＋“上”＋N 受＋了」となってい

る。 

 

(9) 虎妞的嘴唇哆嗦上了。（劉月華 1996） 

（虎姐の唇が震えはじめた。） 

 

丸尾誠（2014）は、方向補語“上”は開始義を表すことができると指摘する。また、“上”は

到達義に基づいて、動作の実現・（そういう状態に入るという）ある局面への移行について言及

するものであると論じた 2)。 

 

(10) 他一进办公室就忙上了。（丸尾誠 2014） 

（彼は事務室に入ると、すぐ忙しくしはじめた。） 

 

2-3 開始義を表す“开”について 

呂叔湘(1980)は“开”は人或いは物事が分けられることを表すと論じた。また、“开”は動作

の開始を表す際に、「はなす」、「束縛されない」の 2 つの意味を持つと主張した。 

 

(11) 冻得他哆嗦开了。（呂叔湘 1980） 

（寒すぎて、彼は震えはじめた） 

 

(12) 我一听到这个情况，心里就打开了鼓。（同上） 

（この状況を聞くと私は胸がドキドキしはじめた。） 

 

劉月華(1996)は、“开”が動態から静態への変化しか表せないと主張した。“开”と共起でき

る動詞は三種類に分けられる。  
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一、言語活動及び音声が出る動作動詞。 

(13) 她看我沉默不语，反而像个小大人一样安慰开我了。（劉月華 1996） 

（私が黙っている様子を見ると、逆に彼女はおとなしくて私のことを慰めた。） 

 

二、思惟を表す動詞。 

(14) 离这日子还有一个星期，他们就盘算开了。（同上） 

（その日までまだ一週間あるのに、彼らは計算しはじめた。） 

 

三、一般動詞。一般動詞とは、“跑”（走る）“跳”（跳ぶ）“转”（回る）“搬”（運ぶ）などで

ある。 

(15) 各式各样的球鞋像装在万花筒里，在她面前转开了。（同上） 

（様々な運動靴が万華鏡の中に置かれるように、彼女の目の前で回りはじめた。）  

 

丸尾誠（2014）は、“开”は「開ける」、「開く」の意味で、他動詞・自動詞いずれの用法もあ

ると主張している。開始義を表す“开”については、「離脱以降の着点が想定されない動きの過

程（持続的）」という空間領域に関わる概念を時間領域（起動相~継続相）に転用したものと言

えることを指摘している 3)。 

 

(16) 放出去的鷹在天上飞开了。（丸尾誠 2014） 

（放した鷹が空を飛びはじめた。） 

 

2-4 まとめ 

それぞれの先行研究を通して、開始義を表す“起来”“上”“开”における特徴はある程度確

認できた。しかし、“起来”“上”“开”と共起する動詞分類における共起関係及び“起来”“上”

“开”が表す開始義の意味について再検討することが必要であるように思われる。本研究では、

開始義を表す“起来”“上”“开”をめぐって、特に共起する動詞の特徴に着目しながら、様々

な例文を考察し、開始義を表す“起来”“上”“开”の意味分析も行ってみたい。 

 

3 開始義を表す“起来”“上”“开”について 
“起来”“上”“开”は開始義を表す際に、それぞれが意味的な違いがあるため、置き換えら

れる場合と置き換えられない場合がある。以下の用例は、BCC と CCL の例文から収集し、母

語話者が自然かどうかと判断した結果から得ているものである。 
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3-1 置き換えられる場合について 

“起来”“上”“开”はいずれも開始義を表すことができる。それ故、置き換えられることは

可能である。しかしながら、これらの文はいくつかの共通性を持っている。この共通性は置き

換えられることが可能な基礎と思われる。以下の例を見てみよう。 

 

(17) 他又坐回来，喝上/开了酒(起了酒来)。（CCL） 

    (彼はもとの位置に座って、お酒を飲みはじめた。) 

例文(17)は“喝”（飲む）という動作の開始と持続を表す。“起来”は“V 起 A 来”という形式

を用いる。“喝上/开了酒(起了酒来) ”は酒を飲むという動作の開始を表し、彼がしばらく酒を飲

み続けることも表す。 

 

(18) 我一笑，它马上就汪汪叫起来/上/开了。（CCL） 

（僕が笑った途端に、犬がすぐワンワンと吠えはじめた。） 

例文(18)の“叫”は「吠える」という意味である。“汪”は犬の声を表わす際に定着したオノマ

トペである。“汪”という声の発音時間は短いが、“汪汪叫上/起来/开了”は犬が繰り返し“汪”

の声で吠えるということを示す。“了”を使うと、「（犬が）すでに吠えている様態になっている」

ということを表す。 

 

(19) 你一言我一语的说什么话的都有，软的硬的什么样态度的都有，在他这个家里乱哄哄地闹起

来/上/开了。（同上） 

（みな我も我も何でも言うし、その態度も居丈高なのから腰の低いのまでいて、彼のその     

家でわあわあと騒ぎはじめた。） 

例文(19)では、“乱哄哄”は音声がわあわあと騒がしいことを表す。“闹”は騒ぐという意味で

ある。“闹上/起来/开了”は騒ぎということの開始と持続を表す。 

“起来”も“上”も“开”も基本的には開始の意味を表し、上述の例文では入れ替えが可能

である。ただし、三者の間にはそれぞれ細かなニュアンスの違いがある。 

 

3-2 置き換えられない場合について 

置き換えられる場合に対して、置き換えられない場合ある。置き換えられるかどうかの要素

は補語そのものか、動詞の属性や特徴か、もしくは文全体の意味であろうか。具体的な例文を

見ながら分析する必要があると思われる。以下の例を見てみよう。 

 

(20) 顿时王胖子就在坡道上滚了起来/*上/*开，把行李撞的得七零八落。（天下霸唱 《鬼吹灯》） 

（でぶの王さんは急に坂で転がりはじめ、荷物がぶつかり散り散りにした。） 
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例文(20)では、“起来”は“滚”（転がる）の後ろに置かれ、“滚”（転がる）という動作の開始

と継続を表す。坂から転がることは、スピードがますます速くなることがわかっている。これ

によって、“滚了起来”は動作が始まりの時点から、激しくなることを表す。“上”はもともと

低いところから高いところへの動きを表す動詞であり、上向きという意味を含意している。“滚

了上来”を使うと、不自然な文になる。“开”の本義は「離れる」である。“滚开”は「出て行

け」（話し手から聞き手が離れることを指示する）という意味で、ここに使われると不適当であ

る。例文(20)から見ると、“起来”“上”“开”はそれぞれ本来の意味の影響を受けて、置き換え

られない可能性があることがわかった。 

 

(21) 她听着对面热情奔放的歌声，心里早已倾慕*起来/上/*开了。（CCL） 

   （向かい側から情熱的な歌を聞いた時には、彼女は早くも心から慕う気持ちが芽生えはじめ

た。） 

例文(21)では、“倾慕上了”は、彼女が歌を聞く前には、歌を歌っていた人のことを何も考えて

いない状態であることを提示する。“倾慕上了”は、彼女は歌っていた人のことを慕うようにな

ってきた、さらにその後、しばらく続けてその人のことを思ったことを提示する。“倾慕”とい

う動作は、展開あるいは発展するという変化がはっきりしていないので、“倾慕起来/开了”は

意味的に不自然である。 

さらに、同じ動詞でも、置き換えられない例もある。 

 

(22) 那火越烧越旺，像爆竹一样劈劈叭叭地响起来/*上/开了，亮出去几十里地。（CCL） 

（あの火はますます勢いよく燃えて、爆竹のようにパチパチと響きはじる。） 

 

(23) 当他们经过的时候，叶子和柔枝都沙沙地响起来/*上/*开了。（同上） 

（彼たちが通ると、木の葉と柔らかい枝はカサカサと音をたてはじめた。） 

例文(22)(23)では、例文(22)では、カサカサの音を出すことが開始の焦点であるので、開始を強

調する“起来”は適当と思われる。“沙沙”というオノマトペは発音時間が短く、音量も小さい。

“劈劈叭叭”は“沙沙”より、音量が大きくて音の拡散性が強い。拡張・拡散を強調する“开”

は適当と思われる。“上”は部分より全体を重視するため、例文(22)も(23)も用いられない。 

開始義を表す“起来”“上”“开”と動詞の共起関係を以下の節で分析しよう。 

 

4 分析 

本研究は、劉月華(2013)を参考にして、BCC と CCL の例文から収集したデータを基づいて、

開始義を表す“起来”“上”“开”と共起できる動詞の分類する（表 1 と図 1 参照）。 
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表 1．開始義を表す“起来”“上”“开”いずれかと共起できる動詞 

一般動作動詞 言語活動動詞 心理活動・感情活動動詞 

说，吃，喝，干，闹，烤（火），

喘，过，搞，看，练，演，走，

吸，学，哆嗦… 

聊，嚷，吵，骂，喊，说，叫，吼，哼，

问，响，嚎，打（喷嚏/呵欠/呼噜），读，

念，咳嗽，数落，嘀咕… 

哭，笑，恨… 

（出所：劉月華 1998『趨向補語通訳』をもとに筆者作成） 

 

図 1．開始義を表す“起来”“上”“开”と共起できる動詞 

 
（出所：筆者作成） 

 

表 1 と図 1 が示すように、まず、“起来”“上”“开”いずれかと共起できる動詞は、「持続性

が強い」、「影響力が強い」、「安定性が強い」という特徴を持っている。また、“上”の場合より、

“起来”、“开”と共起できる動詞の数は相対的に多い。開始義を表す際に、“上”が受ける制約

がもっとも多いと思われる。一般動作動詞と共起する場合を分析してみると、“上”と共起でき

る動詞は持続性が強い動詞である。 

次に、心理活動・感情活動を表す動詞のなかで、プラスの意味をもつ動詞が“上”と共起し

やすく、マイナスの意味をもつ動詞が“上”と共起しにくい。それに対して、“起来”と“开”

の場合では、プラスの意味をもつ動詞に限らず、マイナスの意味をもつ動詞とも共起しやすい。

マイナスの心理・感情は常に異常な状態と見なし、期待されないものと思われている。その持

続も期待されないものと判断されている。それ故、これらの動詞は持続を強調する“上”と共

起しにくい。 
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文における位置については、“上”と“开”は文末に用いられる例が多い。また、“上”と“开”

のほとんどの例は、“上”と“开”の後ろに“了”が置かれている。それに対して、“起来”の

後ろに“了”を置かなくても自然な文になる。また、“起来”は文末だけではなく、文の他の位

置でも用いられる。“了”は完成・完了の意味を示すため、“起来/上/开＋了”は変化が既に起

こっていて、新たな様態が発生したことを含意する。“上”が持続に着目し、“开”は拡張に着

目する。即ち、“上”と“开”は「開始」ということをある時点と見なし、新たな様態が開始し

た後の発展（そのまま持続或いは拡張拡散）を重視する。新たな様態がすでに存在し、開始し

たことを提示するため、完成・完了を表す“了”が必要になると思われる。それに対して、“起

来”は開始そのものに着目する。それ故、“起来”は「開始」をあるイベント（出来事）と見な

し、「開始中」ということを表す。 

“起来”“上”“开”は開始義を表す際に、それぞれの本義からの影響を受けるため、上述の共

起関係が成り立つと思われる。 

 

図 2．“起来”の本義 

 

（出所：筆者作成） 

 

“起来”の本義は「座った状態から立った状態になる」ということである。それ故、“起来”は

古い状態から新たな様態への変化の過程に注目している。 

 

図 3．“上”の本義 

 

（出所：筆者作成） 
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“上”の本義は「低いところから高いところに移動する」ということである。それ故、“上”は

移動を焦点と見なし、移動の主体が同のような状況になるのかに注目している。 

 

図 4．“开”の本義 

 

 
（出所：筆者作成） 

 

“开”の本義は「人或いは物事が分けられる」ということである。方向性が弱くて、内部から

外部への拡張に注目している。 

“起来”と“上”は開始義を表すとき、時間意識が強い。それに対して、“开”は時間意識を有す

るとともに、空間意識（抽象）を持っている。上述したように、開始義を表す“起来”“上”“开”

の特徴は以下の図 5 のようにまとめることができる。 

 

図 5. 開始義を表す“V 起来” “V 上” “V 开”  

 

 

（出所：筆者作成） 
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図 5 では、横座標軸は過去から未来への時間の流れを示し、縦座標軸は古い様態から新しい

様態への変化を示す。横座標軸と縦座標軸の交差点は時間・様態変化の零点を示す。点線で描

いた球体は“V 起来” “V 上” “V 开”が存在する 3Ⅾ空間を示す。零点から未来への太い曲線は“V

上”を示す。過去から未来への点線の曲線は“V 起来”を示す。薄い影の部分は“V 开”を示す。 

“V 起来”は、古い様態より新な様態を重視し、特に様態が古い様態から新たな様態に変換す

る過程を一番重視する。“V 起来”は様態変化の加速・変化過程を焦点と見なし、様態の開始を

表す。“V 起来”は具体的な変化を意識するため、様態を描写するオノマトペとよく共起する。 

“V 上”は過去の様態を除いて、新たな様態のみを重視する。特に新たな様態が既に安定し持

続することを表す。“V 上”が時間の流れを意識する際には、過去（最初の着点）・現在（現在の

着点）・未来（可能性が高い次の着点）の全過程を意識しつつ、新な様態の開始を表現する。そ

のため、“V 上”の曲線は零点から遠く外れるように伸びていく。線の形も緩やかである。 

 “V 开”は新たな様態にのみ注目する。さらに、“V 开”は様態の新旧変化より新たな様態の展

開を重視する。“V 开”は様態の拡張を焦点と見なし、様態の開始を表す。 

 

5 結論 

開始義を表す“起来”“上”“开”では、動作・様態の開始を表す際に、それぞれの特徴は以

下のようにまとめることができる。 

“起来”は古い様態よりも新な様態の方を重視する。特に新たな様態の開始時点とその様態

の勢いの激しさに注目する。それ故、“起来”は様態変化の加速過程を焦点と見なし、様態の開

始を表すことがわかった。以下のように、“起来”“上”“开”のそれぞれについて、用いられる

例と用いられない例を一例ずつあげる。 

 

(24) 我没有再说什么，思瑶也沉默起来/*上/*开。 （筆者作成） 

（僕はもう何も言わなかった。思瑶も黙りはじめた。） 

 

(25) 她穿上了黑色的教服，爱*起来/上/*开了上帝，忘记了父母。 （BCC） 

（彼女は黒の教服を着て、神様に愛しはじめ、両親を忘れました。） 

“上”は時間の流れを意識すると同時に、物事が変化しつつ存在することを表す。すなわち、

“上”は過去（最初の着点）・現在（現在の着点）・未来（可能性が高い次の着点）の全過程を

意識しつつ、新たな様態の開始を表す。 

 

(26) 高明迷上/*起来/*开了射箭。 （筆者作成） 

（高明はアーチェリーに夢中になりはじめた。） 

(27) 他用双手抱住头，啜泣*上/起来/*开。 （CCL） 
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（彼は両手で頭を抱え、泣きはじめた。） 

 

“开”は新たな様態にのみ注目する。さらに、“开”は様態の新旧変化より新たな様態の展開

を重視する。“开”は様態の拡張を焦点と見なし、様態の開始を表す。 

 

(28) 虚荣的母女对着男孩就训开/*起来/*上了：“你赚钱太少了！在大连买不起房子就不配结婚！” 

（虚栄心が強い母と娘は男を叱りはじめた：「あなたが稼いだお金は少なすぎる！大連で

家が買えないと結婚する資格がないわ！」） （筆者作成） 

 

(29) 圣母院的钟声敲*开/起来/上了。 （BCC） 

（聖母院の鐘が鳴りはじめた。） 

 

本研究では、開始義を表す“起来”“上”“开”における動詞分類がある程度明らかになった

が、形容詞との共起関係については、より多くのデ一タを集計して検討する余地がある。さら

に、同じく開始義を表す“开来”、“下去”などとの比較研究を今後の研究課題としたい。 

 

＜注＞ 
 
1) “跑起来”（走りだす）また爬山からは現実的な状況に基づいて“+上方向”の動きが連想されうるもの

の、“跳起来”のような垂直を軸とした動きではなく、むしろ接地面との相対的な関係において“歩

く”“走る”などと同様に捉えられるものであり、“爬起山来”では開始義のみとなる。空間義から時

間義への比喩的拡張は他の言語において広く見られる現象であり、“起来”については起点から離脱を表

すが時間的なはじまり、すなわち開始義とリンクする動機づけとなっている。丸尾誠（2014）p.147。 

2) “起来”と“上”と比べるとき、“上”の“移行”の捉え方は新たな事態の発生と関連で、“上”を用い

た場合に統語的に“了”が必要となる動機づけと結びつく。丸尾誠（2014）pp.15-16。 

3) 動きを伴う動詞と“开”をともに用いた場合には、往々にして“移動”“開始”の両義が融合されるこ

とになる。丸尾誠（2014）p.177。 
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